
新学習指導要領 

※以下「総合」と記載 

中学校 総合的な学習の時間 
 

 
 

 

探究的な見方・考え方を働かせ(=探究的な学習過程を「総合」の本質と捉え、中心に据えること)、横断的・総合的な学習を行うこ

とを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

各学校は、「総合」の目標を実現するにふさわしい探究課題とともに、探究課題の解決を通して育成をめざす具体的な資質・能力を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善された目標、内容構成を踏まえ、「全体計画」、及び「年間指導計画」を各校で作成する必要があります。 

「全 体 計 画」…学校として、「総合」の教育目標や、基本的な考え方などを示したもの 

「年間指導計画」…「全体計画」を単元として具体化し、１年間の流れの中に配列したもの 

指導計画の作成 

 

現行学習指導要領 

探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる

概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。 

 

知識・技能の習得 

思考力・判断力・ 
表現力等の育成 

 

学びに向かう力・ 
人間性等の涵養 

実生活や実社会の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、ま

とめ・表現することができるようにする。 

探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会

に参画しようとする態度を養う。 

内容構成の改善 

１ 改訂の趣旨及び要点 

目標の改善 

 

新学習指導要領のポイント 

※「学習対象」→「探究課題」に改善 
探究的な学習過程の重要性を明確化。 

※「探究課題」は、学校の実態に応じ、次の 
４つの課題を踏まえて設定するよう例示。  

 
①国際理解、情報、環境、福祉、健康等の 
現代的な諸課題に対応する課題 

②地域の人々の暮らし、伝統と文化等、 
地域や学校の特色に応じた課題 

③生徒の興味・関心に基づく課題 
④職業や自己の将来に関する課題 

※探究課題の解決を通して育成をめざす資質・能力を、 
「知識及び技能」 
「思考力・判断力・表現力等」 
「学びに向かう力・人間性等」 

の３つの柱に沿って設定、明記します。 

※
「
総
合
」
の
目
標
と
学
校
教
育
目
標
を
関
連
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
明
確
化
。 

〈目標、育てようとする資質や能力及び態度、内容、学習活動の関係〉  

 



 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
順序付ける 対象を、多い順や、重要度の高い順等、ある視点や条件に沿って並び替える。 

比較する 複数の対象の共通点や相違点を明らかにする。 

分類する 複数の対象について、共通点のあるものどうしをまとめる。 

関連付ける 複数の対象がどのような関係にあるかを見つける。 

多面的・多角的に見る 対象の持つ複数の性質に着目する。対象を異なる角度から捉える。 

理由付ける 理由や原因、根拠を見つけたり、予想したりする。 

見通す 結果を予想したり、その結果による次の展開を想定したりする。 

具体化する 抽象化、一般化された対象の具体例を挙げる。 

抽象化する 複数の具体例を一般化したり、統合したりする。 

構造化する 全体を把握し、構成要素の関係を分かりやすく整理する。  

「情報の整理」：住民が

地域にどう向き合っている

か、住民がどんな願いや

思いを持って働いている

かなど収集した情報を整

理する。(国)(社)(数) 

 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

 「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善の重視は、探究的な学習の過程を一層質的に高めていくことです。 

○生徒の興味や疑問を重視
する。指導者が指導性を発
揮し、必要に応じて、適切
な指導を行う。 

○他者と協働して主体的に取
り組む学習活動とする。 

○まとめ・表現のプロセスでは、
言語活動を重視する。 

【主体的な学びの視点】 「①課題の設定」生徒が自分事として学びを進められるよう実社会や実生活の問題をとりあ
げます。「④まとめ・表現」において文章やレポートに書き表したり、口頭で報告したりします。 

【対話的な学びの視点】 「④まとめ・表現」において、身につけた知識や技能を使って相手に説明したり、他者からの多
様な情報を収集したり、情報を可視化・操作化したりしながら、他者とともに課題解決に向
けて活動する場を設定します。 

【深 い学 びの視 点 】 「②情報の収集」「③整理・分析」「④まとめ・表現」において、各教科等で身につけた資質・
能力をどのように活用するか、生徒が考える場面を設定します。 

 

「①課題の設定」→「②情報の収集」→「③整理・分析」→「④まとめ・表現」の探究的な学習の過程 
（探究のプロセス）が示されており、図のように学習活動を発展的に繰り返していくことが大切です。 

授業改善のポイント 

探究的な学習となる単元構想 

 

〈探究のサイクル１回目〉 

 

２ 中学校「総合」における授業づくりのポイント 

３回目へ 

 

〈探究のサイクル２回目〉へ 

 

「地域の現状把握」：地域

について自分の考えを持

った上で現状の調査に出

かけ、新たな発見等の気

付きの中で課題意識を高

める。(理)(社) 

 

「地域社会に
貢献できるイ
ベントの企画」 
 

探究的な学習となる単元構想 

 

「地域の調査」：行政

機関や事業所へ、体

験やインタビューに

出かけ、情報を収集

する。(社) (国) 

 

「発表」：レポートや新

聞、ポスター、プレゼン

テーションなどで表現

する。地域活性化のため

にできること、自分がど

う地域と向き合ってい

くのかを表現する。

(国)(美) 

 

各教科等を越えた全ての学習の基盤となる資質・能力を育成するため、探究的な学習の過程の中で活用する 
「考えるための技法」が 10種類示されています。 
 

②情報の収集 ②情報の収集 

③整理・分析 

日常生活

や社会 

④まとめ・表現 

③整理・分析 

④まとめ・表現 

各プロセスで、教科

等における見方・考

え方を総合的に働

かせることが必要

であり、その教科を

（ ）内に示してい

ます。 

①課題の設定 
①課題の設定 

「考えるための技法」の活用 
 

上記「地域について考

える」では、たとえば

③「整理・分析」の過

程において「比較」「分

類」「序列化」「関連付

け」等により情報の整

理を行います。 

 

（例）地域について考える 

目標：地域について考えることを通し

て働くことの意味や将来を展望する 

 


